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県職員を目指した理由

大学に入学後畜産に関することを
学び、その知識や経験を地元福島県
で活かし、福島県の財産である福島
牛や会津地鶏のすばらしさを県民へ、
さらには全国へ届け、福島県に貢献
したいと考え、福島県職員・畜産職
を志望しました。

福島を美味しくて安心な畜産物の宝庫へ！

農林水産部 畜産課

令和５年度採用

わたしを表すＫＥＹ ＷＯＲＤ

＃釣り

#ライブ

・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

#漫画

↑飼料用イネ種子の販売の受付

私は、畜産課で飼料に関することを担当しており、主には、飼料の安全

性を確かめるモニタリング業務や畜舎を新たに建築したい方の申請手続き
の関係、必要な畜舎の図面確認といった業務に取り組んでいます。
特に畜舎の図面確認にあたっては、最初は見方すらわからず、挫折しそ
うになりましたが、法律や見方を調べながら取り組み、業務を乗り越えた
時には、達成感とやりがいを感じました。

#動物好き

小さい頃から自然が大好きで、山や海
によく遊びに行っていました。釣りは社
会人になってから本格的に始め、休みの
日を使い海釣りへ行っています。天気が
悪い日は、室内の釣り堀へ行き釣りを楽
しんでいます。

畜 産

ハードロック系のアーティストのライ
ブによく行きます。普段ではなかなか味
わえないライブハウスでの雰囲気、観客
とアーティストが一体となる空間に魅力
を感じます。

#お酒



福島県職員として、実現したいこと・目標としていること

とある一日のスケジュール

（令和６年３月現在）
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・・・ INTERVIEW 好きなことを、福島のチカラに

8:30 始業・業務内容確認

9:00 飼料の調査の取りまとめ

10:00 郡山市へ出張

11:00 飼料作物のモニタリング搬入

12:00 昼休み

13:00 飼料作物モニタリング搬入

14:30 畜産課へ帰庁

15:00 オンライン会議

16:00 事務作業

17:15 終業

職場の雰囲気について

↑自給飼料現地検討会の
子実用トウモロコシの収穫の見学

一人一人の距離感が近く、コミュニケー
ションが取りやすい職場だと感じます。今年
入庁し、分からないことが多く、不安な気持
ちでいっぱいでしたが、丁寧に教えてくれる
方達が多く、とても安心できる職場です。

畜産の分野は幅広く、知らないことがまだまだたくさんあります。しかし、
知らないことをそのままにせず、勉強と業務を両立し専門的な知識や業務経験
を幅広く身に付け、対応できる分野を少しでも早く増やしていきたいです。ま
た、身に付けた知識や経験から農家さんが安心して作業ができるように正し
い・新しい情報を提供していくことを目標としています。

この1年間で、印象に残った経験

担当する業務の範囲の広さに驚きました。
畜産だけの知識では対応できない業務が
多々あり、畜産とは関係が無いと思われる
ような法律を勉強するなど、臨機応変に対
応する柔軟さが必要だと実感しました。学
ぶことが多く大変ですが、上司がサポート
しながら教えてくれます。↑畜舎特例法の図面確認


